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淋巴管ノ分布ト淋巴ノ循環

京都帝園大事数授木原卓三郎博士越（京都外科集談合12月例曾所演）

淋巴管系ノ研究ハ，内外トモニ可ナリ行ハレテヲルガ，一般ノ認識ハ未ダ不十分デ、アル。

淋巴管ノ分布＝ツイテハ一般ニスベテノ臓器ノ組織＝存スル ト考ヘル人カeアルガソウデ〉、ナ

ィ。淋巴管ノナイ所ガアル。 IWチ脳髄，脊髄， ソレカラ出ル末梢紳経，又脳髄ヤ脊髄ヲ被フ軟

脳膜，蜘妹膜，硬脳膜エハ淋巴管ガナイ。又骨＝モナイ。ダカラ頭部デイヘパ皮膚ノ帽肌聴膜，

骨膜ニハ淋巴管ガアルガ骨カラ内＝ハナイ。

又内耳，眼球及ビ其他ノ眼寵内容物＠Pチ筋肉脂肪組織，筋膜ニハ見出サレナイ。

一般＝外匹葉ト内匹葉トカラ費生シタ組織ニハナイ。皮膚デモ表皮ニハナイ（山尾 1I）。擦過

傷ヲヤツタトキ透明ナ液櫨ガ出ノレガコレハ淋巴管カラ洩レ出タ淋巴デナクテ組織カラ法ミ出タ

組織淋巴ダ。

紳経系統ハ外匪葉カラ出タモノダガ，コレエハ淋巴管ガナイ。内匹葉カラ護生スル呼吸器，

消化器ノ上皮ヤ腺上皮ニハ淋巴管ハナイ。ダカラ淋巴管ハ中匹葉カラ費生シタ臓器，組織ニ限

ツテアルコトーナル。コノ中デモスベテニアfレ語デナク牌臓，骨，軟骨，脳髄，脊髄ハ中匹葉

カラHIタモノデアfレガ，淋巴管ハナイ。血管モ殆ンド中匹葉カラ出タ組織ニ限リ分布シテヰル

カ＼血管ノ分布匝域ヨリ淋巴管ノ分布匝域ノ方ガ狭イ。

淋巴管ノアル所モソノ分布ハ一様デナイ。例ヘパ筋肉ニハ血'i'i＇ガ多ク分布 シテ新陳代謝ノ盛

ンナ臓器デアルガ淋巴管ハゴク少ク，タぜ筋繊維束間ノ結締組織ヤ筋膜ノミニアYレ。滑卒筋＝

テモ同様デ例ヘパ消化管壁ノ筋肉唐ニハソレ自身ノ淋巴昔、；ハ殆ンドナイト謂ツテモヨイ位少イ

（宮崎刊清水 31）。

又一方淋巴管ノ多ク分布シテヰル組織ヤ臓器ガアノレ。例ヘバ皐丸デハ太イ，殆ンド市lfl精管ト

同ジ位ノ大サノ淋巴管ガ密ナ網ヲツクツテ細精管ヲ国ンデヰル（内藤 4））。ヵ、 yレ所デハ新陳代

謝ガ左程盛デナイヤウ＝忠ハレルガ，淋巴管ノ：分布ハ非常＝密ダ。一般＝上皮 F下ノ結締組織
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例ヘバ皮膚ノ真皮ノ滝居（山尾高l），粘膜ノ固有膜（Tunicapropria）ノ海唐（清水ペ 宮崎 7＞）ニハ

淋巴管ガ多イ。コノ意義ハ十分ニ説明サレテヰナイ。皐丸ノ淋巴管ヲ見Fレト．腫蕩ガ出来ルト

直＝淋巴管ニ einwachsen スルダ ラウト考へラレJ{.,0 淋巴管ノナイ庭ヤ少ナイ底デハ，淋巴管ミ

ー依Fレ時移ハ考へラレナイ。私ハアル外科醤カラ開イタガ筋炎ヤ骨髄炎ハ淋巴腺ノ：炎症ヲ俳ハ

ナイソウダガ，コレハ淋巴管ガ骨エハ無ク，筋肉ニハ少ナイカラダト思フ《

ラ大＝ii本巴ノ循環＝就イテ述ベル。

帝国イ淋巴管ハ網欣ヲナシぷイ官ニ集リ．アル一定ノ部位＝アノレ淋巴腺＝集マリ， コノ腺カ ラ

IHタ淋巴管ハ一応 ノ；経路ヲトリ，更ニアル一定 ノ部位ニアル淋巴腺ニ入リ ，カクテグンダンた

イ管＝集マ ツテ静脈ェ花グ。ツマリアル臓器，アル館ノ一部カラ出タ淋巴ハ一定ノ淋巴管ヲ通

リ一定 ノ腺ヲ通リ静脈＝入JI.-。ソノ流レノ方向ハ定ツテヰル。コノコトハ臆蕩ノ陣移，炎症ノ

繍リプJ等ニテ御経験ノコトト思7内

然Jレニ場合ニヨツテハ淋巴管ノ内ヲ淋巴ガ容易＝逆流シ得fレ伐ニ考へFレ人ガアル。ソシテ例

ヘパ腫蕗ノ紳移ガ淋巴ノ流レニ逆ナ方円＝アル淋巴腺ニ出来タ場合ナドア，斯カFレ削岬a

der 'I.司ranspo1tデ、説明シヤず／ト スFレ。 シカシ解剖撃的ニハ 1・etrogradノLymphtransportハオコリ

ニクイモノト考ヘラレル。淋巴管ニハ非常＝多クノ滅膜ガアル。人ノ皮下淋巴管デハ 1-301凶

ノ間隔デ耕膜カFアル（小河s＇）。ゾノ瞬膜ハ心臓ノ Ostiumarteriosumャ，静脈ニアル耕膜ノ虫ll

ク立i庇ナ袋欣郷膜テ‘アル。然シ淋巴管壁ハ薄イカラ管f,1llカoアル ト繍大シテ郷膜ノ不全ガ起リソ

ウエモ考ヘラレルガ，動物デ淋巴管ヲ結数スノレト，摘大スルコトハスルガ桝膜ノアyレ所ハ横大

シナイ。

色素液ヲ注入シテモ，依然桝膜＝妨ヂラレテ逆 J方向エハ流レナ イ内 retrogradノLyrnphtrans-

portハコノ依＝中々起リニクイモノダ。故＝一見出rograd ノLymphtransportエゴル特移ノ

如ク見エル揚合モ，淋巴管；＝ヨラズ他ノ道ヲ一江fvレ場合ガ与イト忠フ。 例ヘバ胃栴ガ肝臓＝紳移

ヲツクルトキ＝淋巴管＝ヨル トスレバ，retrograd デγル。 肝臓ノ内部カ ラ出ル淋巴管ハ肝l"J

＝集リ， Lig,hepatoduodenaleヲ下・ソテlJ卒臓ノF付近ノ淋巴腺ニ杭グ。故＝胃ノitt巴ガ肝臓へ行

クトスレバ， j休巴ハ醇臓附近ノj林巴腺カ ラ Lig.hepatoduodenaleノ＂＇＇ ヲ走ルiH巴管ヲ上ツテ行

カナケレバナラヌ， コレハ retrogradダ。シカシ静脈エヨルトス レパ逆行性デナク順行性＝肝

臓斗等移ヲツクリ得ル。淋巴ハ結悩血管＝注グ。ダカ ラ淋巴流 ι ヨル retrograd ノ締移ヲイ フ

5) l.IJ尾． 6) 清＊・ 'i) 宮崎． 前出．

8) 小河高蔵，解剖事雑誌，第6巻， j第9盟主（昭和事年12月）
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zハ先ヅ第一ニ血行＝ヨル特移ヲ除外スル必要ガアル。又ソノ他ノ可能ナ途モ除外シナケレバ

ナラヌe結接性頭部淋巴腺腫ノ下行性ノモノト上行性ノモノトノウチ，下行性ノモノヂハ細菌

ガ淋巴流エヨリ運パレ， sukzessivニ上ノ淋巴腺カラ下ノ淋巴腺ニ Infektion ガ進ムト考へラ

νルガ， 上行性ノモノデ肺門淋巴腺ヤ肢鵠淋巴腺カラ上ノ方ノ顕淋巴腺＝＝－ Infektion ガ進ム

Jヲ淋巴流ニヨルモノトスルト retrograd ニナfレ。シカシコレヲ淋巴管ニヨ ルト考ヘスニ他ノ

道ヲ考ヘテモヨイト忠フ。例へパ肺門淋巴腺結按ガアレバ附j臓エモ結按性病竃ガアリ得ベク，

肺臓カラ細菌ガIHテ唱疫トトモニ気道ヲ上ツテ行クウチェ．気管カ咽喉アタリノ粘膜カラ入ツ

T淋巴管ノ内ヲ流レ，頭部淋巴腺ェ ansicdeln シテ之ヲ躍患7サセル様ナ揚合モ或ハアルカモ知

レヌ。但シ繍膜ノアルノハ淋巴管ノ幹管デ，毛細管ニハ郷膜ハナイ。ソシテモ細管ハ網献ヲナ

シテヰルカラ，コ、デハ種々ノ方向＝流レ得ル。又静脈＝注グ太イ幹管lWチ胸管トカ頚i林巴幹

ザトカニハ繍膜カ‘少イ（手嶋 91）。兎デハ頭淋巴幹管ノ中ヲ血液ガ逆流シテ頭淋巴腺＝建スルコ

トガアル。

人及ピ一般ニ崎乳動物デハ，淋巴ハ二ケ所デ静脈ニ注グ，静脈＝出グ所ハ V.subclavi乱 ト

V. jugularis トノ合スル所デ， コ、ヲ Angulusvenosus トイ フ。 コレハ左右アル。

淋巴ヲ集メ静脈＝注グ幹昔2ト

シテ左ノ Angulusvenosusニ伍

グ Ductusthoracicus ヲ想ヒi手

ベヤスイ。シカシ右 f Angulus 

venosus ニ注グ淋巴幹管ノアノレ

コトヲ見逃シテハナラナイ。更

ニ注意スベキハ 11：ノ Angulus

venosus ニ注グi林巴幹管ト右ノ

Angulus venosus ＝＝－ 注グ淋巴幹管トノ間＝ハ，淋巴ノ交通ヵー出来ル コトデアル。 1r.ノAngulus

1・enosus ＝注グ淋巴幹管卸チ胸'l'i', Jr.頭淋巴幹等ヲ結数シ，其i休巴ガ静，眠ニ注グコトヲ止メテ

モ動物（犬）ハ死ナナイ。調ベテ見1レト， コウイフ幹管ト右 J Angulus同 nosusニ誌グi林巴幹

管トノ！昔］.：：.吻合ガ出来テ，ソレヲ通ツテ胸管ヤ左頚淋巴幹ノ淋巴ハ右ノ Angulus venosusカラ

静脈＝注イデ、ヰル（野瀬 10＞）。シカシノcJ Angulus venosus ニ注グ淋巴幹管ト同時ニ右ノ

Angulus venosus ニ注グ淋巴幹管ヲ結紫シテ淋巴ガ静脈ニ入ルコトヲ止メテシマウト．犬ハ 1

日カ 2日ノ間＝必ズ死ヌ（内藤 lll）。 コノ全結紫ハナカナカムツカシイ手術ダ。 トイフノハ淋

9) 手鳥五秒ll，解剖率雑誌，第3巻，第7波（昭和7年10月〉・

IO) 野瀬~三p 日本外科貧函，第9巻，第2披（昭和7年3月）・

11) 内藤栄二，日本外科貧函，第9~，第5披（昭和7年9月）
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巴幹管(Jj旬管，頚淋巴幹，鎖骨下淋巴幹ハ A.ngu1usvenosus ＝注グ前＝合シテ gemeinsam ノ

Stan】m ヲ作ツテ静脈＝注グコトハムシロ稀デ，軍掲ニ静，脹＝注イデヲルコトガ多イ。 ノミナ

ラズ胸管ノ如キハ数本ニ分レテ静~ニ注イデ、ヰルコトガ、アJレ。又幹管相互ノ間ニハ必ズ吻合ガ

アル。ダカラスベテノ静脈＝開口シテヰル淋巴幹管ヲ結紫セヌト全結紫ニナラナイ。若シ一本

戸モ残ツテヰルト．コレヲ通ツテ全身ノ淋巴ガ静脈ニ注グノデ、動物ハ卒集デ生キテヰノレ。此ノ

最後ノ一本モ結紫スルト1日カ2日ノウチェ動物ハ死ヌ。死ヌ原因，コレエハ淋巴循環ノ意義ノ

懸ツタ大キナ問題ダカ‘コレハマダ殆ンド分ラナイ。

形態墜的＝細胞ャ繊維ノ問ノ部ヲ LymphspJ.lte，又ハ Lymphraum ト云フガコレガスベテ本

首＝ Spalteャ Hohlraumニナツテヲルヤ否ヤハ疑問ダ。叉斯カル Spalte ャ Raum ト淋巴

管トノ漣リハ誰明スルコトガ11~1＊ナイ。 シ カシitト巴管ノアyレ組織デハ斯カル部分ヲ通ツテ組織

i休巴カ

角，組織淋巴ハドコカヘ行カナケレパナ ラナイ。或ハ毛細血竹カラ吸牧サレfレカモ知レナイ。

淋巴管ハ高等ノ脊惟動物デハヨク鼓達シテヰJレガ．魚類、ナドエハマダ充分護達シテヲラヌモノ

ガアル。 又高等ナ脊椎動物デモ儲ク l件イ強生朋ニハ血管系ハ相官琵達シテヰテモ，淋巴管＝ノ詫

明出来ヌ時期ガアル（忽秀ll12J）。

斯カル場合エハ血管ヵー淋巴作ノ役目ヲ:iitネテヲル ノヂハアルマイカト考へラレル。更＝考

＂＂＇ ラ レル コ トハil~巴管＝代Jレ装置ガ、ア リ， ソレデ淋巴ガ「導キ1:11サレルコト デアル。脳髄ヤ脊髄

ヲ園ンデヰル蜘昧映下院ヤ硬脳膜下院ハソノーツトシテ汚へラレノレ。コノ腔壁ノ！！出脊髄膜ハ紳

経ヤ，血管ヲ包ム結締組織膜＝移行スル，従テ此ノ腔モ， RR球，内耳ソノ他一般ニ末柏紳経ノ

周国＝アル組織間隙ト連ツテヲルラシイ。 ダカラコ、＝i林巴カ出テ来テモヨイト忠フ。 シカシ，

形態率的ニ蜘妹膜下脱，依！脳眼下腔ト淋巴管トノ注絡ハ詮明サレナイ。ソレ＝モ拘ハラズ，コ

ウ イフ日空間ニ ~i：ヲ入レルト閉そナク淋巴管＝出テクル。斯カルコ トハ他ノ髄腔エモアル。肋膜

腔ヤ腹膜腔＝ ~nヲ入レルト数分後淋巴色；＝出fレガ， i休巴；i'i＇トノ連絡ハ読明セ ラレナイ。コウイ

フ韓日空ハIi'用的＝淋巴管ト密接ナ闘係ガアル。 iWi'i；ノナ f所＝ドウシテ忠 ノ粒子ガソウ謹カエ

通Jl-カトイフコトハ興味ノアル問題ダ。

細胞デ搬バレルニシテハ述カ過ギルシ，叉ソウイ フ形跡ハ認メラレナイ。 コウ イフ1i'Iナイ

庭ヂノ些ノ移動モ一定 Y方向ニ行ハレル。妹蜘膜下目空ニ忠ヲ人レルト脳底ノー）／へ Jミ｛定レ，頭

蓋ノ方ヘハ行カナイ。脳底ノ紳経ヤ血管ノ／：Hル孔ヲ通リ頭蓋腔外ニ出テm巴作内ニ現ハレJl，。

腹膜腔ヂハ横隔膜蘭カラノミ墨ガ出テ淋巴皆へ入ル（手島 町）。肋膜腔デモ臨壁肋膜カラtH

テ肺臓側カラハ出ナイ（小河川）。盤ノ移動スル方向へ淋巴ガ鼻移動スルモノトスレバi林巴管ノ

l:l) 忽邪純愛，へetaSch. me<l. univ. kioto, V. 16, F. 1, 1933. 

13) 手島五洲，日本外科貧困，第9各，第3披（昭和7年5月〉

H) 小河島蹴， 日本外科室町雨，第11谷 川6自主（昭和91μ11月）



木原・淋巴管／：分布ト淋巴／循環 690 

ナイ部分デモ淋巴循環ガアリ，然モゴレカ‘常＝一定 f方向＝起ツテヰルゴト ヲ想像スルコトガ

出来ル。然シコレヲ確メ又ソ F Mechanism usヲ説明スル＝ハ将来種々 ノ方面カラノ研究ヲ要

スル。


